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Abstract　−一一　亘n 　counseling
，
　the　ro 旦e　of 　non −verbal 　communication 　such 　as　expression ，　spacing ，

physical　contact 　is　very 　important．　Ro 且eplaying 　is　one 　of　usefu 且methods 　ofcounseling ．　According

to　circumstances ，　physical　contact 　is　used 　in　order 　to　that　rolep 且aying 　may 　be　more 　effective ．
When 　counselors 　want 　to　use 　physical　contact 　in　cou 皿seling ，　t血ey　can 　use 　a　virtua 且contact

instead　of　physica且one 　wi 出 out 　ethical 　problems。　Therefore，　we 　propose　Remote 　Counse 皿ng

system 　with 　virtual 　embrace 　using 　HyperMirror．
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1 はじめに

　カウン セ リン グでは、ス トレ ス や悩みを解決するが 、実

は 、ス トレ ス や悩み は本人 の 認知 の 仕方 に原因がある。

例 えば 、 周りは敵 ばか りだと認知する人 と、わ か っ て くれ

る人 は必ず い ると認 知する人 で は 、前者の方がス トレ ス

や悩 みを抱 えやす い
。

こ の ように現 実をネガティブに認

知するの は、本人 の 記憶 の 中にあるネガ テ ィブなイメー

ジ脚本に よる。

　 SAr 法［1］の カウン セ リン グで の 癒 し技法では、イメ
ー

ジ脚本を詳細に 記憶するた め に ロ
ール プ レーを行うこと

がある。特 に乳幼 児 の 頃 の 無条件 に守られ愛 され る記

憶イメージが 欠如して い る場合、相談者 が母 親 に 抱 か

れ て守られ るイメ
ージ をロ

ー
ル プ レ

ー
により作 り出す［2］。

脳 に記 憶されるには感覚情報 と感情情報 が 必要なの で 、

そ の 際に 、ときに ス キ ン シ ップを用 い る。それ は 、タッ チ

ン グ、ハ ギ ン ク、ホ ール ディン グ等様 々 な種類 が ある。こ

の ようなス キン シ ッ プを直接行うこ とは、相 談者との 関係

に よっ て は 倫理 的な問題が発生 しか ねな い 。 仮想 的な

遠 隔 ス キン シ ッ プ が可能 になれ ば、相 談者との 関係 に

関 わ らず 、比 較的簡 単 に カ ウン セ リン グの
一

場面 に 活

用できる と考える 。

　本 報告 で は、相 談者 に安 心感や信頼感を与 える仮

想的な抱擁を取 り入れ た 遠隔カウン セ リン グシ ス テ ム の

提案をする （図 1）。第 2章 で は 遠 隔カウン セ リン グにっ

い て 、 第3章 で は カウン セ リン グにおけるス キン シ ップ に

つ い て 述べ 、第4章で仮想抱擁の 出来るカウン セ リン グ

シ ス テ ム を提案 す る。第 5章 で 仮 想抱 擁をカウン セ リン

グ に 利 用す る具 体的手 法 に つ い て検討し、第6章 で 実

証実験、第 7章で 実験結果および考察を述 べ る。

2 遠 隔カ ウン セ リン グ

2，1 カウンセリン グ

　カウン セ リン グを大別すると、現在の ス トレ ス を軽減す

るため の 対 症療法 的カウン セ リン グ （身体や精神 、行動

に症状 として 現れ た もの に対 して 、そ の 症状を本人 が望

む 方 向 へ 解決 す る こ とを支援 す る）と予 防的 カ ウン セ リ

ン グ （症状 はない が 、本人 が 潜在的に持 つ 嫌悪系記 憶

情報を心理尺度などの ア セ ス メン トから見出し、 症状 や

問題 の 発生を未 然に防ぐ）が ある［3］。
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　　　　図 1 遠隔 カ ウン セ リン グ（相談者サ イ ト）

　　　　 Fig．1　Remote　counse 】jng（client　site）

　カ ウン セ ラリン グ は 、ア ドバ イス をするの で は なく、 基

本 的 に相談者 が 自分 の 中にある答えを見 つ け 自己決

定する過程 を、寄り添っ て 支援するもの で ある。
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　我 々 は、各 自の 脳 に記 憶 して い るイメ
ージ脚本 に基

づ い て 日々 生活 して い る。例えば、ビデオ の 録画をする

に は 、テープを用意し、録画 予 約 を して、とい うように 何

をどの 順番 で 準備 すれ ばい い か の 脚本を持 っ て お り、

それ に従っ て行動する。行動だけでなく、もの の捉え方

や感 じ方 なども本 人 の 脳 の 記憶にあるイメ
ー

ジ脚本 によ

るの で ある。さまざまな 日々 の 体験は 、感 覚情 報 と感情

情報との 両方を同時に体験することに よ り、イメージ脚

本 として 我 々 の 脳 に記憶され る。しか し脳 は、現実体 験

に よるイメージ脚本と想像体験に よるもの とを区別するこ

となく記憶す る。

　怒 りや 不安などの 悩 みは、す べ て 相 談者 の 中から生

まれ て い るもの で あり、解決 の 糸 口 は 相談者の 中に しか

ない 。相談 者 の 問題解決 を支援 するためには、相談者

自身 の 自己 焦点化 を 促 し、自分 の 中 に答え を 見 出 し自

己 決 定す るこ とを支 える 。 相 談者 は どうし て も問題 の 所

在を外在化 して しまうことが 多く、内在化 することに は困

難を伴う。例 えば、周りが協力 をして くれない ことに問題

の 所 在を置 い て い る限り（外在化 ）、周りが変わ っ て くれ

なけれ ば問題は解決しない ことに なる。周りの 協力を得

るた め にどうす べ きかと自分 の 行動 に問題 の 所在を見

出せ ば （内在化）、解決に 近 づ く。悩みもス トレ ス も解決

の 糸 口 が 本人 の 中にあるの で 、問題 の 所在が 内在化さ

れ な い 限 り、解決 に 至 らな い 。内在化 され るに は 、相談

者 の 自己焦 点化を促 す こ とが必要 で ある。その ために、

カウンセ ラ
ー

は相談者の 陥っ て い るジ レ ン マ を見抜き、

そこ に寄 り添う。そして 、相 談者 の 自己焦 点化を促す た

め に は、共 感に より安 心 で 安 全な信頼 関係 （ラポ ー
ル ）

を形成する。共感に は、言葉だけで なく、相談者の 表情

や ジ ェ ス チ ャ
ー、言 い 淀み等 の 非言語情報が重要 で あ

る。そ して 、カ ウン セ ラ
ー

の 働きか けに対する相談者 の

応答 反 応も貴重な情報 に なる，

2．2 遠隔力ウン セ リングの 現状

　惰報化社会とい わ れ る今 H 、ネッ トワ
ークの 高速化、

低 コ ス ト化 、 デ ィス プ レ イの 高精細化が実現し、技術 は

大きく進歩した。それ により、日常生活 で 誰もが気軽 に

高精細な動画像を送受信可能になっ た。デジタル カメラ

や パ ソコ ン 、テ レ ビ 会議シ ス テ ム を使用することに よ り、

遠隔カウン セ リン グも可能 にな っ て きて い る。

　遠隔医療（telemedicine ）の キーワー
ドで 検索され る最

近 5年 間 の 世 界 の 論 文 は 2511 件 に 上 る （Pub　Mcd

2008 ，6，16 現在）。 そ の 中で カウン セ リン グ に関連 する論

文 は 45 件程見られる。しか しその ほ とん どは テ レ ビ 会議

シ ス テ ム を用 い た本格 的なカウン セ リン グサ
ービス で は

ない 。電話やイン ターネッ トに よ る情報提供 、ア セ ス メン

ト、モ ニ タ
ー、相談 （ア ドバ イス をする）とい っ た内容 で あ

っ た 。 こ の ことは 、 遠 隔カウン セ リン グが 「対面式 との 差

異が 少ない 程 良い カ ウン セ リン グ である」、とい う図式 が

成り立 たない こ とを意 味して い る。

　相談者 の 抱える悩み は 多様で あり、そ れぞれが最適

な方 法 で カ ウン セ リン グを受 ける。時 に は 、匿名性が 必

要 で あっ たり、表情が見えることが必要 で あっ たり、音 声

だ け で の 対応が 最適 で あっ た りする。山本 ら［4］は 、

ISDN 回線 を利 用したテ レ ビ看護相談 の 効果につ い て

述 べ て い る。 出産後退 院 した母親 が、不安や ス トレ ス を

感じた とき、看護者との 関係 つ くりや情報の伝えやすさ

にお い て効果 的 で ある。吉 山らの 報告［5］で は 、在 宅 患

者と訪 問診療医および ヘ ル ス ケア サ
ービス 提 供者間 で 、

カ メラ付 き携帯電話 を使用 した情報交 換を行 い 、静止

画像 による映像 が皮膚疾 患 の 治療 計画 に有効で あるこ

とを報告して い る。村瀬［6］は実験に より、対面 カ ウン セ リ

ン グ、電話 による音声 カ ウン セ リン グ、テ レ ビ 会議 シ ス テ

ム を用 い るカ ウン セ リン グ を 比 較 した。不安低減効果 は 、

テ レ ビ 会議 シ ス テ ム と対面は 、同等に 電話方式 より効果

的であると報告して い る。

　我 々 は JGN 高速専用回線 を用 い たテ レ ビ 会議シ ス テ

ム を利用 し、北海道岩見沢市の 協力を得 て 地域高齢 者

住民の 健康運動行動に 関する遠隔支援［刀や、子育て

中 の 母親 の ソ
ー

シ ャ ル ス キル の 向上とス トレ ス 軽減 を目

指した 遠隔子 育て応援講座［8］を実践して きた。これ ら

は 、問題 の 発生 を未然 に 防ぐ予 防的カ ウン セ リン グで あ

る。この 実践 を 通 じて 、日 常生 活 の 中 で IT に 不慣 れな

高齢者 （男性 13 名 、 女性 9 名 、 平均年齢 70．36± 4，37

歳）に 対 して も、テ レ ビ会議シ ス テ ム を活 用 した遠隔 運

動 中断予 防カウン セ リン グ の効果が確認で き、テ レ ビ 会

議 シ ス テ ム の 有用性 を確信 した 。 同時 に 、 現状の テ レ ビ

会議シ ス テ ム の 限界を知り、テ レ ビ会議 シ ス テ ム に可 能

な範囲で 改良を加 えながら実践して きた。

2．3 問題点および改良点

　テ レ ビ会議シ ス テ ム は、音声や表情などの 非 言語 情

報 の 伝達 は 可 能 で あるが、両 者 は ス クリ
ー

ン 越 し に 話 を

するた め 、我 々 の 経 験で は 、 同室感 の 欠如や ス キン シ ッ

プが出来ないもどか しさが問題になることがあっ た。これ

は 、予 防的カウン セ リン グ に お い て は 、大きく問題 に は

ならなか っ た が 、対症療法 的カウン セ リン グに お い て は

問題 になる。

　同室感 につ い て は 、表示方 法を工 夫する ことに よ り、

最終的には台形に変形したマ ル チウイン ドウを使 用し、

カ ウン セ ラ
ー

と相談者が 同
一

画面 の 中で お 互 い が 内側

を向き合 っ て い る構 図で 表示 することで
一

応の 決着を

見 た （図 2）。しか し、両者 の 背 景が異なるため、両者 が

別 の 場所に い ることは 明 白である。更なる同室感の 向 上

に は、表示方 法 の 工 夫を超えた新 しい 解決策 が必 要 と

考えた。

　カウンセ リン グに お い て は 、相談者の 発する表情やジ

ェ ス チ ャ
ー

だけで なく、カウン セ ラ
ーか らの 働 きか けに対
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する応答反応を読み取ることも重要で ある。そ の た め に

は 、
ス ペ ー

シ ン グや ス キン シッ プ の テ クニ ッ クが遠 隔 で も

使 えるようになれ ば、カウン セ リン グ効果 の 向上 が 期待

で きる。

闥
　　 図 2 表示 方法の 改善

Fig．21mprevement 　of 　display　style

3 カウン セ リングにおけるスキン シ ップ

　相談者の ジレ ン マ は 、理 性の 出す答えと感情 の 出す

答 えの 矛 盾 で ある。筑 波大学 の 宗像恒 次教授 により開

発され た SAr 法に よれば、愛情信号を伴っ た音声に よ

り安 心感 を与える 「魔法 の 言葉法 」や 、頭や背 中をさす

るス キ ン シ ップは、ポジテ ィブなイメージ脚本を作るこ と

を助け、相談者の ジレ ン マ からの 脱 出に効果 がある 。 そ

れ は以 下の 理 由か らで ある。

　人 の 脳 は、3層構造 に なっ て お り、脳 幹 （爬虫類脳）と

大脳 辺縁 系（哺乳 類脳 ）、大脳新皮 質 （霊長 類脳 ）か ら

なる。通常の ス トレス マ ネジメン トは 、頭で 考え、理 性で

コ ン トロ
ー

ル するとい う大脳新皮 質 で の 認知的対処 をす

る。しか しなが ら、ジ レ ン マ の 状態、すなわち頭 で は わ か

っ て い てもなぜ か うまくい か ない 、あるい は 、考えてもうま

くい かない の は、理性 で は コ ン トロ
ー

ル が効かない こ とを

示 して い る。理性で コ ン トロ
ール が効か な い の は 、脳幹

や 大脳 辺 縁 系 か らの ネガテ ィブな情報 に よる情動 反応

が起こっ て い るか らで あ る。この ような脳 幹や大 脳 辺 縁

系か らの情報の コ ン トロ
ー

ル には 、 安心感 の情報を伝達

す るス キ ン シ ッ プなどの 触覚情報 や愛情信号 が 発信さ

れて い る音声などの 聴覚情報が必要となる。これらの 感

覚情報は 、交感神 経 の 緊張をもたらす ノル ア ドレ ナリン

の 分泌 を抑え、逆に緊張を和 らげるセ ロ トニ ン やドーパ

ミン の分泌を促進 する。そ の結果、不安が軽減されたり、

気分 が良くなり、ス トレ ス が 軽減される効果 を持つ の で あ

る［1］。そ して 、感覚情報 （聴覚や 触覚など）と感 情情報

（安心、嬉しい など）の 両方が 同時に体験されることによ

り、記憶され、ポジティブなイメ
ージ脚本となる。

4 提 案シス テ ム

　提案シ ス テム は、相 手 の 映像 に 自己像を重畳表示 す

るハ イパ ーミラ
ーシ ス テ ム ［9］と、画面上 で の仮想 抱擁を

実現 す るた め の カ ウン セ ラ
ー

側 の 青い 人 形と、相談者

側 の 振動子 の 付 い た 上 着で 構成され る ［IO］（図 3）。

　なお ハ イパ ー
ミラ

ー
とは 、全員が同じ場所に

一
緒に居

るような映像 を使 っ て 対話す る遠隔対 話方式の 名称 で

ある。ハ イパ ーミラ
ー

は、各地で 撮影した映像を合成し

て表示する。合成手法に は 色 々 あるが、今回 は クロ マ キ

一合成を利用した。
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　図 3 仮想的 な抱擁ができる遠隔 力ウ ンセリングシス テム

　 Fig．3　 Remote　counseling 　system 　wi 癒 virtual 　embrace

　ハ イパ ーミラ
ーを 用 い ることに よ り、画面 上 で の カ ウン

セ ラ
ー

との 距離を、相談者 は 実空間 で の カウン セ ラ
ー

と

の 距離 と感 じる［ll］。画 面 上 で 身体接触することで 、相

談者は視覚的 に ス キ ン シ ップを体感す る。ス キン シ ッ プ

とス ペ ー
シ ン グに は相乗 効果があり、画面上 で 握手など

を体験すると、画面上 で の位置関係を実空 間で の 位置

関係 として 理解する傾 向が強化 される。さらに画 面上 で

の身体接触をス キ ン シ ッ プとして捉える傾 向も強化され

る。

5 仮 想抱擁

　ハ イパ ー
ミラ

ー
を使用 して い るの で、画面 上 で カウン

セ ラーが相談者を抱擁した搆図は 比 較的簡単に作るこ

とが で きる 。 カウン セ ラ
ーが 青人 形 を抱 き、 相談者 と青

人形 が 重なる位 置に移動すれ ばよい （図 4）。

　しか し、これが仮想抱擁iとして カウン セ リン グに利用 さ

れ るに は、3つ の 問題 が ある。

　　 図4 青人形 を抱くと、相談者を抱擁した構図に なる

Fig．4　Counselor　holding　blue　doll　and 　the　synthesized 　image　in

　　　 　　　　　HyperMirror　screen

　第 1に、そもそも仮想 抱擁 が カウン セ リン グ中に実現

可能で あるか とい う問題である。ハ イパ ーミラ
ーで は 、鏡

を見るときの ように全員がス クリ
ー

ン を見 て い る。一方、

抱擁 して い る2人は通 常、共 に 向き合 っ て い て 、お 互 い

に逆 の 方向 に顔は 向い て い る。そ して、仮想抱擁が成

立す るには、両者 が共 にス クリ
ー

ン に写 っ た抱擁 してい

る自分たちの 姿を見る必 要がある。仮想抱擁をするため

に 会話 の 中断 が 必 要 で あ っ た り、装置 の 大掛 か りな変

更が必要とい うの で あれ ば、実質的には使えない 。

　第 2に、仮想抱擁iが可 能で あっ ても、相談者が仮想

抱擁 に より安心感 が得られない の で あれ ば、そもそもカ

ウン セ リン グ に利用 で きない 。
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　第3の 問題点 は 、安心感が得られ た後の 問題 で あ る。

仮想 抱擁を用 い る場面 設 定 で は、抱擁 しながら音 声 に

よっ て 安 心 感 を与 え る「魔法 の 言葉 法 」を使 い 、相談者

は幼 い 頃 の 自分を演じる。この とき相談者は 閉眼して 過

去 の 自分に 成 りきろうとす る。しかし仮想 抱擁は ス クリ
ー

ン 上 で 成立 す る視覚的な抱擁 で あるため閉眼すると、

仮想抱擁iが成立 しなくなる。

5，1 仮想抱擁の 探索実験［12］

　問題 1、2に つ い て以下 の 実験をした 。 カウン セ リン グ

中に、どの ような仮 想抱擁が 可能 で あるか を探索するた

め 、被験者 （男性 2 名、女性 3 名、平均年齢 44．2 ± 10．9

歳 ）を用 い
、 図 5上 段 の ような 3種類 の 椅 子 の 配 置 の 下

で 、2人 一組として 、相談者役 になっ た被験者が抱擁さ

れ て い ると感 じる配 置を発見させ た。そ の 結 果 、図 5中

段 の 3種類 の 抱擁形態が 生み山され た。

　精神 的な安心感を得るに は 脱 力して 身体的 にもリラッ

クス す る必 要 があるとの 指摘 があり、肘掛 け椅 子、抱 き

枕＋ 足 元モ ニ タ、足 置きを配置することで解決した 。

1

◎ ◎

十

倉

2

◎◎ お』
＋ ／ ＋

塵
調

聾
詑

図 5 探 索実 験 に使 用 した初期 配 置 （上 段 ）、発 見 され た抱擁

　 形 態 （中段 ）とリラッ クス するの に 必 要 な補助具 （下 段 ）

Fig．51nitial　layout（top ），　embrace 　style　chosen 　by　subjects

　　　　（middle ）and 　tools 　for　relaxation （bottom）

5．2　抱擁イメージ保持の 検証実験［12］
　 問題 3 に対 して は以 下 の 検討 をした。相 談者 は抱 擁

を単 独 で は なく、「魔法 の 言菓 法 」に よるカ ウン セ ラ
ー

の

ささやき声と共 に受け る。 そ の た め、閉眼時 で も抱擁イメ

ージ は保 持 で きるとい う仮説も成 り立 つ 。しかし閉眼 中

何度も薄 目を開けて 足 元 モ ニ タ を見 て、仮想抱擁を確

認 す る相談 者がお り、彼 女 は 過 去 の 自分 に 成 りきれな

い とい う感想 を述 べ た。

　物理 的に相談者を抱擁する方法、た とえば神田［13］

らの 開発 した 日 常活 動型 ロ ボ ッ トを用 い る等 、も考えら

れる。
しか し、我 々 は仮想 抱擁す るカ ウン セ ラ

ー
の 乎 の

動きに同期 した振動刺激を与えることに した （図 6）。

　 実験者がカウン セ ラ
ー

役 になり、被 験者 （男性 2 名、

女性 3名、平均年齢 442 ± 10．9歳）を用 い 、検証実 験を

行 っ た。その 結果 、は じめは 実際 の 抱擁と振動子 による

刺激 との 差異 に 戸惑うもの の 、3 − 5分繰り返 し振 動刺

激 っ きの 仮想抱擁を受ける と、全被験者が違和感が薄

れ、閉眼 時に仮想 抱擁が想起 で き、安 心して 過 去 の 自

分になれるとの 結果を得た。

図 6 振 動 子 つ きの 上 着

Fig．6　Jacket　with 　vibrator

5．3 音声の 問題

　抱擁iするとき、カウン セ ラ
ー

は相談者 の 耳 元 で 愛情

信 号 を伴 っ た音声で 話 しか けるため に、躡く声になる。

抱擁前 の カ ウン セ リン グ時 の 声量 よ り小 声 に なる事 が観

察された 。 そ の た め
、 仮想抱擁 で は、カ ウン セ ラ

ー
に大

きな声で 囁くように依頼 した。しか しカ ウン セ ラ
ーか ら、

大きな声にす ると愛 「青信号 が伴わなくなり、囁きが不 自

然に なり、カ ウン セ リン グに支障が 出か ね ない とい う意見

が出され た 。 同時 に相談者 の 声も、小 声で の カウン セ ラ

ー
の 囁 きに応 じるため か 小声 となるこ とが 観 察され、そ

の 声がカウンセ ラーに届か ない トラブル が予 想された。

　そ こで 、マ イクを抱き枕 と抱き人 形 に 仕 込 み 、相 談者、

カ ウン セ ラー
双方 に 耳 か け式 の イ ヤ ホ ン を装着させ て 仮

想抱擁を実施 したところ 、 囁き声として よく聞こ え 、 大 変

好評 で あっ た。

6 遠隔実証実験

　JGN2 つ くばリサ
ー

チセ ン タ
ー

と大阪大を JGN2 回線

を利用 して、つ くば の カウンセ ラ
ー

が 、大 阪の相談者 に

対 し遠 隔 カ ウン セ リン グを行 ない 、提案す るシ ス テ ム の

有効性 を検証 した。接続経路 は つ くばリサ
ーチ セ ン タ 内

の ポートか ら JGN2 回線に 入 り（100BASE −T）、　JGN2 大

阪 リサ
ー

チ セ ン タ内 の ポ
ー

ト（10GBASE −LR ）を経 て 大 阪

大 の 実験室 まで は構内 LAN で 接続した。

6．1 遠隔実験シ ス テ厶

　映像 は ハ イビ ジョ ン 映像 の HD −SDI信号をエ ン コ ーダ

（XDV 　HD −TXIOOO）・デ コ
ー

ダ（XDV 　HD −RXIOOOA ）に

より送受信し た （図 7）。送受 信し た映 像 は 合成装 置

（Astro　GGI63 阪大仕様）に よりクロ マ キ
ー

処理を行い 、
ハ イパ ー

ミラ
ー

映像 を生成 した 。 信 号変換装置（Hibino

IMC −880）に よりRGB 信号 と DVI 信号 に変換し、正 面 ス

クリ
ー

ン （Epson　ELPsco8 ）にプ ロ ジ ェ クタ（casio　xJ −450）
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前迫 仮想的な抱擁を取り入れた遠隔カウンセリングシス テ厶

により投 影すると共 に、足元 モ ニ タ（Sharp　 LC−32G4D ）

に左右反転して 表示 した。

　音声は TV 会議 シ ス テ ム （Polycom 　PVSI419 ）で送受

信した 。 問診 時 は TV 会議 シ ス テ ム 添付 の マ イク＋ ス ピ

ー
カ（Sharp　LC20S4 ）、抱擁i時は ピン マ イク AT−MA2 ）＋

ヘ
ッ ドホ ン （Sony　MDR −E5）とした。

　
　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　　 図7 実験 に 使用 した シ ス テ厶 （音声
・
映像部分 ）

　　　　 Fig．7　Audio −Video 　parts　of 　the　system

　振動 の 転送は 、
っ くば側 の 青 人形 に埋め込んだマ イ

クロ ス イッ チ の オ ン
・オ フ 情報を遠隔リレ

ー
ス イッ チ （AR

シス テ ム PW −101）2台 によりネッ トワ
ー

ク上 に送信し、遠

隔リレ
ーホ ス ト（東芝 SSI610 上 の 制御 プ ロ グ ラム ）を経

由し、大阪側で 同 じく遠隔リレ ース イ ッチ 2台で そ の 信号

を受信し、上着 の 振動子 を制御した （図8 ）。振動子 には

1回 に つ き、1．5V の 電源が約 100ms 供給され 、偏芯モ

ータが 2−3 回 転 して 振動 を作 り出 した 。

GUenしs1 しe

　 　 v め rateT

　　 l課 1

］ack 已t 肌 L11岡 brユtDrRemote

　relay
へRS ｝

・st∈mP
、L−10［

JGN2R

已mDt 巳 r巳b｝
「

ARsy 荒 emPW

　101GounselorSttP

［nsLPCTo

卜h匸ba　sSlfi10

 
「
ibrator
：DnLrO 】

slgna 】

図8 実験 に 使用 したシ ス テ 厶 （振動子 系）

Fig，8　Vibrator　centrol 　parts　of　the　system

h1巳已do11

6．2 カウン セ リング手順

　相談者 は普通 の部屋 、カウン セ ラ
ー

は青背景 の 部屋

とする。こ れは今 回利用 した ハ イパ ーミラ
ーが 、クロ マ キ

ー合成を利用して い るた め で ある。今後、新しい 画像合

成技術が開発され ることで 、この 制約 は解除で きる 。

　カ ウン セ リン グの 流れを大きく示 すと、

　 1 相談者との 信頼関係 （ラポ
ー

ル ）形成とガイダン ス

　 2 開い た質問（Yes，No で は 回答 で きない ような質問）

による子育てス トレ ス の 明確化

　 3 介入前の 主観的ス トレ ス 度と気持 ちの 明確化

　 4 自己 イメ
ージ と要求 の 明確化

　 （例 自 己 イメージ ：破裂しそ うな 風船 の よ うな 自分、

自己 イ メージ へ の感情 ：不安、要 求 ：本 当 は もっ と落ち

着 い て子 どもの こ とも自分 の こ ともこ なしたい ）

　5 魔法の 言葉法とス キ ン シ ッ プ法 に よるイメ
ー

ジ変換

（心傷イメージ の 軽減）

　 6 本 来 の 自己イメ
ージ の 明確化 と行動 目標化

　 （例 本来の 自己 イメージ ：お だや か な 自分、行動 目

標 ：い つ も時間がない の で 子 どもに怒 鳴っ て しまう。 だか

ら、子どもも焦っ て うまくで きない の か もしれない 。目標と

して は 、子 どもに何か言う前にまず深 呼吸をする。それ

か ら、伝えたい こ とを少 し小さい 声で 言うようにする 。 ）

　7 介入後 の 主観的ス トレ ス 度の 明確化

とい うス テ ッ プを経る ことに より、ス トレ ス の軽減および再

発 防止 を図る。

　ス テ ッ プ 5は 非 常に 重 要 で あ り、仮想抱擁や 「魔法 の

言葉 法 1に よる触覚や聴覚の ポジ テ ィブな感覚情報の

形成 が効果 的で ある。

　カ ウン セ ラ
ー、相談者は 、そ れぞれ の 部屋 の ス クリー

ン で 同 じ映像を見ながらカウン セ リン グを開始す る 。 カウ

ン セ ラ
ー

は画 面上 で 適 切な距離をとっ て 、相談 者が 安

心 して 話がで きるように細心 の 注意を払 い ながら相談 に

の る。

　ロ ール ブ レ ーの 段階に 進 む 時点 で、相談者 は 振動 子

の 付 い た上着をはおり、抱き枕 を抱き、イヤホ ン とピ ン マ

イクを装着する。相談者側の照明を少し 下げる。カ ウン

セ ラ
ー

は相 談者 に、幼 い こ ろの 自分 や 兄弟 、あるい は

子育て 中の 我 が 子 の ロ ー
ル プ レ ーを依頼 し、カ ウン セ ラ

ーがそ の 母親や 父 親などの 重 要他者 を演じる こ とを伝

える。そ の 後 カウン セ ラ
ー

は、青い 人 形を抱き、画 面 上

で相談者を抱 い た映像になる位置に移動す る。

　カウン セ ラ
ー

は青い 人形 が 相談者 で あるか 如 く、人形

を抱きなが らゆっ くり撫ぜ 、「SAT 魔法 の 言葉法」に よ り

介入 し、相談者の イメ
ー

ジ変換を支援する （図9）。 相談

者 が抱擁iを正 面 ス クリ
ー

ン で 確認 したこ とあと、実験補

助者が 足 元 モ ニ タ の 電 源 を入 れ る。相談者は 抱 き枕に

体 重を預 けなが ら、足 元 モ ニ タを 見 て 、カ ウン セ ラ
ーに

抱擁され て い る自分を見 る。

図9 仮 想 抱 擁の 様 子。カウン セラーが 青 人 形 を抱 くと、画 面

　 　　　　上 で は相 談者を抱い た映像が 写 る

Fig．9　When 　a　counselor 　hugs　a　blue　doll，　her　image　hugging　a

　 　　　　　clien ξ｛s　displayed　on 　monitors

6．3　実証実験

　カウン セ ラ
ー

は、ヘ ル ス カウン セ リン グ学会認 定セ ラ
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ピ ス トで ある本研究者の 1名。相談者は 、機縁法に よ り

求めた大阪市の 子 育て 中の 母親 3 名 （女性 3 名 ：40 歳

42 歳 45 歳〉。

　遠隔カウン セ リン グは、一人 1 回 1 時間。カウン セ リン

グ手順は 前述 の とお りで ある。カウン セ リン グ前後に、質

問紙 調査票 へ の 回答 を求めた。

7 実験結 果と考察

7．1 カウンセリン グ効果

　不 安の 軽減効果 として は 、
一

過性 の 状況 反応を測定

し、そ の効果を評価した。測定 に は 、カ ウン セ リン グや 心

理療 法などにお い て 相談 者 の
一

時的不安 の 変化 に対

する敏感な指標で あるこ とが示 され て い る状態不安尺

度［14］を用 い た。

　 カ ウン セ リン グ の 結 果、図 10 に 示 した ように 3 名 の 被

験者 は 、10 点か ら 20 点 の 状態 不 安得点 の 低
．
Fが見ら

れた。抑 うつ 傾 向を測 定す る抑うっ 尺度 ［15］の 得点 や

子 育て に 関する主観的 ス トレ ス 度に つ い て の 得点 の 変

化を、それぞれ 図 11、12 に示 した。個人差はあるもの の 、

3 名とも抑うつ の 低下 と子育て に 関する主観的なス トレ ス

度 の 低下が見られた 。

　 　 　 　 図 10 状 態 不 安 の 得 点 の 変 化

Fig，10　Changes　i皿 state　anxiety 　between　betbre　and 　atter

　 　 　 　 　 　 　 　 intervention

　 　　　 図 11 抑うつ 尺 度 の得 点の 変化

Fig．ll　Changes　in　depressjon　between　bef（｝re　and 　after

　 　 　 　 　 　 　 　 interventien

　 　 　 　 図 12 主観 的 ス トレス 度 の 得 点 の 変 化

Fjg．12　Changes　ln　subjective 　stress　between　before　and 　after

　 　 　 　 　 　 　 　 　 intervention

　カウン セ リン グ手法は、必ず しもす べ て の 相 談者 に有

効 で あ る必 要 は 無 い 。多数 の 被験者 か ら統計 的な数 値

を導き出す研究方法 ［16］もある が、効果が得られ る相談

者 が 少 数 で あっ たとして も、それ は有 効な
一

手 法とい え

る。カウン セ ラ
ー

は多くの 手 法の 中か ら相談者に最適な

手法 を選択する。本 実験 で は被験者3 名と少 数 で はあ

るが、仮想的な抱擁を取り入れ た遠隔 カ ウン セ リン グに

ス トレ ス 軽減効果があることが示唆され た 。

72 通信 関係

　本 実験 で は、音声
・
映像

・抱擁の 3 っ の 信 号をそれ ぞ

れ異なるシ ス テ ム で 送受信 したため、同期 は 取れ て い な

い 。カ ウン セ ラーか ら音と画像 の 同期 ズ レ に っ い て の 指

摘が あっ たが、相談者か らは こ れ ら非同期に 関する指

摘は無か っ た。

　本実験で は 映像をハ イビ ジョ ン の 画質としたた め 、通

信 回線に 対 す る要求 は 厳 しい 内容 となっ たが、広 帯域

で しか も非常に安定した通信回線 （JGN2 ）が確保 で きた

ため、乱 れも無 く、クロ マ キー合成も非常にク リア で あっ

た。

　音声 に関して は 、ハ ウリン グ は 皆無で あ っ た が、小 声

の 場合 、ノイズ レ ベ ル 以下となり音が全 く伝わらない とい

うトラブ ル が 頻発 した。被 験者 の 感 想 にも、「ス キ ン シ ッ

プ時 に 、だんだん声が 聞き取りに くくなっ て きた。」があ

っ た。実用化の 為 に は、本 トラブル解消 は 必 須で ある。

7．3 考察

　体験 した 3名 は それぞれ仮想 抱擁 に 対 し、「ス キ ン シ

ップ時 は ほ とん ど目を閉じて い た。振動をほ とん ど感じ

なか っ た 。 不思議な体験をしました。でも、なんとなく、ス

ッキ リした気分 で もあります。1、「ス キン シ ッ プ の 感覚は 、

本物よ りは 劣るが 、心 地よさは少 しありました。」、「振 動

につ い て は 特 に 感 じな か っ たで す 。
ス キ ン シ ップ時 に マ

イクが耳元 にあっ た の は、とても安心 する感覚はありまし

た。1とい っ た感想 を 述 べ て い る。つ ま り振 動刺激は 、は

じめ の 開眼時は振 動として の み感 じ、繰 り返 し刺激 を受

ける事で 、画面上 で の抱擁と関連付けられ、閉眼時に
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森川 ・
橋本

・
前迫 ：仮想的 な抱擁を取り入 れた 遠隔力ウンセ リングシステ ム

は仮想抱擁を想起する信号として処理 された。そ の こと

で 、安心 して抱擁を受け入 れ、過去 の 自分を演じられた

と解釈 で きる。実際、振動 は 1回 の 作動時間 100ms程度

で あり、こ れは偏 芯 モ
ー

タが 2−3 回転する程度 の 、非常

に微弱な振動刺激であっ た た め と考えられ る。

　シ ス テ ム の設計 どおり、相談者 は ハ イパ ー
ミラ

ー
画面

で の 身体交差に よる抱擁を仮想抱擁と認識した。幼 い

ころ の 自分や兄弟、あるい は 子 育て 中の 我が子 を相談

者が演じる V 一
ル プ レ

ー
にお い て 、 子供 になりきり涙を

流す相談者もい た。仮想抱擁がカウン セ リン グで効果を

上げ ることが確認 で きたと考える。

　現在 の 運用 で は 、深 い 催 眠状態 に 導くこ とが で きず、

遠隔で は イメージ変換 の 完成度が直接面談よりも劣ると

い う欠点 が ある。なぜ なら、催眠 が 深くなっ て しまっ た 時

に 対処 できるカウン セ ラーが相談者 の 近くに い ない ため

で ある。応 急処置 が で きる補助 カ ウン セ ラ
ー

を配備する

等の 運用 方法の 改善も考えられ る。

　 マ イクと耳か け式イヤホン は相談者 に好評 で あっ た。

カ ウンセ ラ
ーか ら、大きな声にすると囁きが不 自然に なり、

カ ウン セ リン グに 支障 が出かね ない とい う意 見 が 出され

採用 した が、予備実 験 で こ の 選 択 が 正 しか っ た こ とを確

信した。

　Mehrabian［17］によれ ば、我 々 は言語 の ような明確な

意味を伴 っ たコ ミュ ニ ケ
ー

シ ョン と、話す速度、音高 、音

量、顔 の 表情や ジ ェ ス チャ
ー

の ような意味 が 表 に現れな

い 暗示 的なコ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン を組み合わ せ て使用して

い る。「魔法 の 言 葉法 ．1の 音声は愛 情信号 で あり、暗示

的なコ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 部が重要 で ある。

　マ イ クと耳か け式イヤ ホ ン を使 用す るこ とで 、相 談者

はカウン セ ラ
ー

の 声を、問診 時は前方 の ス クリ
ー

ン 脇 の

ス ピーカ か ら、仮想抱擁時は イヤ ホ ン か ら聞く。 カウン セ

ラ
ー

が仮想抱擁 すると、映像だけで なく声もい っ しょ に、

相談者 の すぐ近くに や っ て 来 る。こ の ときカ ウン セ ラ
ーは、

実際の抱擁と同 じ気持ちで 、青人 形に対し囁きかけれ

ばよい 。

　カウン セ ラ
ー

の 声が物理 的に耳元 で 聞こえるだ けで

なく、カ ウン セ ラーの 囁きや 息遣 い とい っ た実際 に近 寄

らなけれ ば聞こえな い 情報も伝 わるようになる。同様 に

カウン セ ラ
ー

も相 談者 の 呟きと息遣 い を聞き取ることが

で きる。こ れらが聞き取れ るように なることで カウン セ ラ
ー

の 応答も変化する 。
こ の カウン セ ラ

ー
の 応答 の 変 化 は 相

談者 に伝わる。これら相乗効果に よ り、明 示 的な発 話を

伝える音声か ら、愛情信号 が伝わる音 声に質 的に変化

す る 。

8 まとめ

　カウン セ リン グ手 法は、必ず しもす べ て の 相談者に有

効 で ある必 要は 無い 。効果が得られ る相 談者 が少数 で

あっ たとしても、それ は 有効な
一

手法 とい える。カ ウン セ

ラ
ー

は多くの 手法の 中か ら相談者 に最適な手法を選択

する 。 本 研究 に用 い た SAT 法は保 健医療分野 にお い

て 成 果が得 られ てい るカウン セ リン グ法で ある［18，19］。

本報告 で は、直接 面談方式 の カ ウン セ リン グお よび テ レ

ビ 会議方式 の 遠 隔カウン セ リン グ の 経験を基 に 、 仮想

抱擁 が可 能 な遠隔カウン セ リン グ シ ス テ ム の 提案 をし

た。

　カ ウン セ リン グ に お い て、過 去 の ネガテ ィブイメ
ージを

ポ ジ テ ィブイメ
ージに変換するス テ ソ プは特 に 重要 で あ

る。人 は頭で 理解したつ もりでも、なかなか潜在 意識 に

まで そ の 理解 は浸透しにくい 。場合によっ て は、相談者

を潜在意識 が 優位な催 眠 状態 に 導き、変換を誘導す る。

その 為 に は 、 相談者 に安 心 感 を与 え 、信頼 を得 なけれ

ばならない。安心感や信頼感を与えるため の
一

手 法 とし

て ス ペ ー
シ ン グや ス キ ン シ ッ プを使 うが、従 来 の 遠隔カ

ウン セ リン グ に お い て、こ れ らは使えない 。しか し、ハ イ

パ ーミラ
ー

を採用するこ とで 、 遠 隔で あっ て もス ペ ー
シ ン

グを可能とした。カ ウン セ ラ
ーが 青人形を抱くこ とで 、仮

想 抱擁を可能 に した。振動刺激 を併 用するこ とで、相談

者 の 閉眼時の 仮想抱擁感の 持続に成功した。

　 日 常生活 で 誰もが気 軽 に 高精細 な動画像 を送 受信

可能 になっ た現在 、動画像 の 送受信 を有効 に活用 した

遠隔カ ウン セ リン グが今後、実用化 レ ベ ル に 達すると思

われる。2008年より、ハ イパ ー
ミラ

ー
を用 い た遠隔カウン

セ リン グ を産業技術 総合研究所 の 内部 （つ くば一東京
・

名古屋 ・大阪 など〉で 運用する ことに な っ た 。
カ ウン セ ラ

ーが 毎回 SAr 法を使 用する訳 で はない の で 、仮想抱擁

は実装して い な い が、ス ペ ー
シ ン グや視覚的なス キン シ

ッ プは可能で ある。こ の 運用を通 して、遠隔カウン セ リン

グの 長所 、短所が明らか になっ てくると考える。

　短所を改良 して 、 直接面談方 式 の カウン セ リン グと同

じ事を遠隔 で行え るようにすることも、もちろ ん大事で あ

る。しか し、長所 を生 か して、遠隔ならで は の 新 しい カウ

ン セ リン グ手法を開発 し、遠 隔 と直 接面談を効 果的 に 組

み合わせ て 活用する道もあると考える 。 本報告がそ の
一

助になることを希 望する。

　カウン セ リン グ に おける抱擁は、物理 的・映像的に は

カ ウン セ ラ
ーに よる抱擁だが、ロ ール プ レ ーの 中で は 、

相談者の 重要他者に よる抱擁 で ある。 不適切 な適 用は

逆効果 になりかねない 。運 用に当た っ て は、特に注意し

た い 。
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